
 

安全な登下校を 
＝春の交通安全県民運動＝ 

 県下一斉に、春の交通安全の取組みが展開され、新入生の自転車

登校も始まった。全校生が安全な登下校、事故「０」を確認した。 

 

４月６日（水）から１５日（金）まで、「春の交通安全県民運動」が行わ
れています。 
キャッチフレーズは『互いに守る 思いやり』。重点の一つが、自転車

の交通ルールの遵守の徹底と安全確保です。（特に自転車安全利用五
則の周知徹底） 
そこで本校では、４月１１日(月)から、１４日（木）までの４日間、次の

ねらいや重点で「年度初めの登校指導（立哨指導）」を実施します。 
 
▼ねらい▼ 
（１）「自転車安全利用五則」（右記参照）を再確認させる。 
（２）通学路の安全を確認し（交通量・路面状況・増水した河川等）、

危険箇所については、改善したり生徒に注意を促したりするなど
して、安全に登校できるように指導する。 

▼重 点▼ 

（１）踏切や交差点、横断歩道などでの一時停止（足を地面につけて
停止し左右の確認、複数で横断する際も、一人一人停止し左右
の確認） 

 【いつだって、みる・まつ・とまる 交差点】 
（２）横断歩道を使っての道路横断（付近に横断歩道がある場合は、

少し遠回りになっても、横断歩道まで行っての道路横断） 
（３）道路の左側通行、｢自転車通行可の歩道｣での車道側走行 
（４）一列走行、ヘルメット着用 
（５）＜元気、笑顔、会釈、自分から＞のあいさつを推進 

【生徒会の「北風」活動、生徒指導部の重点目標】 
▼実施方法▼ 
（１）実施期間 ：４月１１日（月）、１２日（火）、１３日（水）１４日（木） 

の４日間 
（２）時間帯 ：朝７：３０～７：４５に、次に示す各地点で指導 
▼指導場所と分担▼ 
  Ａ：野川橋（ＧＳソラト側） Ｂ：谷地橋（長井工業側） 
Ｃ：スマイルロード入り口Ｔ字路 Ｄ：１・２年自転車置き場付近 
Ｅ：学校西門  Ｆ：学校東門 
 A B C D E F 
１１日 鈴木智先生 手塚先生 新沼先生 岡村先生 東海林先生 髙橋由先生 
１２日 安達先生 髙橋昌先生 手塚先生 佐原先生 早川先生 小松先生 
１３日 髙橋知先生 須田先生 鷲尾先生 安達先生 安部先生 歌丸先生 
１４日 長谷部先生 菅野先生 髙橋知先生 佐藤菜先生 鈴木美先生 佐藤明先生 

自転車安全利用五則 

① 自転車は、車道が原則、歩道は例外 

② 車道は左側通行 

③ 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行 

④ 安全ルールを守る 

・二人乗り・並進の禁止 

・夜間はライトを点灯 

・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認 

⑤ 子どもはヘルメット着用 

No３ 長井市立長井北中学校 

お詫び：「未来を開く」No1 の早川伊智郎先生の担当教科「理科」は「英語」の
誤りでした。 
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令
和
４
年
度
長
井
北
中
学
校
体
制

 

例
年

P
T

A
総
会
で
ご
紹
介
し
て
い
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は

紙
面
で
お
伝
え
し
ま
す
。
 

昨
年
度
は
、
教
育
活
動
の
急
な
変
更
が

相
次
ぎ
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
全

家
庭
で
『
連
絡
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
』
を
登

録
し
て
い
た
だ
き
混
乱
な
く
対
処
し
て
い
た

だ
け
ま
し
た
。
今
年
度
も
登
録
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 


